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熱ショックタンパク質（Heat Shock Protein; HSP）は、細胞にストレスが加わった際に誘導され

るタンパク質の総称であり、重金属、エタノール、活性酸素、薬剤、熱などの様々なストレスか

ら細胞を保護する作用がある。また、HSP はストレスの影響を受けて変性したタンパク質の分解

促進や修復に関わる分子シャペロンとして働くことも分かっている。近年、遺伝子操作や薬剤投

与による HSP誘導を通じた医療応用研究が多数報告されており、動物実験レベルにおいて一定の

治療効果を示している(1-2)。しかしながら、臨床応用を考えると、薬剤投与による HSP誘導は全身

性の作用であるため副作用のリスクがあること、また、疾患原因箇所によっては必要量の誘導が

困難であることが想定される。そこで我々は、身体局所への介入が可能で、かつ非侵襲的な治療

法である物理刺激療法の中でも、選択的に深部領域を加温可能な超音波に注目し、HSP 誘導を通

じた疾患治療を実現する医療機器の研究に取り組んでいる。 

本発表では、ヒトの T細胞クローンである Jurkat細胞に対して、温浴により熱刺激を与えた際

の HSP70遺伝子の高発現条件検討、温熱負荷強度に対する細胞への影響評価を経て、温熱超音波

刺激による HSP70遺伝子の高発現条件検討を行ったので報告する。 
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